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出所）図表1～4はブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※豪州リート：S＆P/ASX300 A - REIT指数 豪州株式：S＆P/ASX300指数（いずれも現地通貨ベース）

図表2：豪州リートと株式の推移（配当除き）

図表3：指数組入上位5銘柄（2022年2月末時点）
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図表4：豪州リートのイールド・スプレッド推移

図表1：豪州リートと株式の騰落率（2022年2月末時点）

注：当レポートは個別銘柄の売買を推奨するものではありません

イールド・スプレッド
過去平均（2010年1月～2022年2月）:2.31%

 2月の豪州リート（現地通貨ベース、配当除き）は、前月末比1.0％上昇しました。新型コロナウイルス
感染の落ち着きで行動規制が緩和されたことや、2月中旬から本格化した主要銘柄の2021年12月期決
算発表で業績が回復傾向にあることが確認されたことが支援材料となりました。インフレ懸念の高まり
で豪州10年国債金利が一時2019年1月以来の高水準に上昇したことや、ウクライナ情勢の緊迫化が重
荷となり、上値は限られました。原油や鉄鉱石等資源価格の上昇を背景に、資源国通貨とされる豪ドル
が買われ、対円で前月末比2.6％上昇（豪ドル高・円安）しました【図表1、8】。

 時価総額上位5銘柄（前月末比）は、高安まちまちとなりました。上昇率トップはオフィスに投資する
デクサスで、2022年12月期業績について強気の見通しを発表したことが好感されました。下落率が最
も大きかったのは物流施設に投資するグッドマン・グループでした。同銘柄は2021年年間で40％強上
昇しており、2022年に入ると、利益確定の売りに押される展開が続いています【図表3】。

 2月末のイールド・スプレッド（豪州リートの予想配当利回り－豪州10年国債金利）は1.75％と、豪州
10年国債金利上昇の影響から、前月末より縮小しました【図表１、4】。

60

80

100

120

140

160

14/12 16/12 18/12 20/12

データ期間：2014年12月末～2022年2月末（日次）

（年/月）

豪州リート

豪州株式

※2014年12月末を100として指数化

銘柄名 ウェイト
予想配当
利回り

月間騰落率

1 グッドマン・グループ 23.9% 1.4% -4.1%

2 センター・グループ 9.2% 4.7% 5.1%

3
ウニベイル・ロダムコ・
ウエストフィールド

8.2% 赤字 -3.4%

4 デクサス 6.8% 4.9% 6.5%

5 ミルバック・グループ 5.9% 3.9% -0.8%

（%）

豪州リート
豪州株式
差

豪州リート
豪州株式
差

2.6% 円安 0.2% 円高
（%）

豪州10年国債金利
豪州リート予想配当利回り

イールドスプレッド

当月 年初来
配
当
除
き

1.0 -8.5
1.1 -5.4
-0.1 -3.1

配
当
込
み

1.5 -8.0
2.1 -4.5
-0.5 -3.5

円／豪ドル

当月末 前月末

参

考

2.14 1.90
3.89 3.93
1.75 2.04



今後の見通しについて

図表8：豪州の新型コロナウイルス感染者数の推移

図表5：日米豪の小売り売上高の推移 図表6：コアロジック住宅価格指数（前月比）

 3月の豪州リートは、ウクライナ情勢を巡り、値動きの荒い展開になるものと思われます。ウクライナ情勢
の緊迫度が増す場合には、下値模索の展開になることも想定されます。一方、停戦合意の可能性が強まる
等、ウクライナ情勢に改善の兆しが出始める場合には、投資家のリスク回避姿勢が後退し、以下を支援材
料に上昇基調に転じるものと見ています。

① 新型コロナウイルス感染の落ち着き
• 1月中旬に一時10万人を超えた1日当り新規感染者数（7日間平均）は、2月末時点では2万人程度に減少し
ています【図表8】。同状況を受け、ニューサウスウェールズ州政府等は2月18日から出社制限等の規制を
緩和しました。また、豪州政府は2月21日から2回目のワクチン接種を終えた有効なビザ（査証）保有者に
対し、原則としてすべての国からの入国に関する隔離規制を全面撤廃しました。経済活動の正常化が進め
ば、前年比1％増と予想されている2022年豪州リート業績【図表7】の上方修正期待が高まるものと思わ
れます。

② 3月1日の定例理事会でＲＢＡ(豪州準備銀行)が政策金利の据え置きを決めたこと
• ＲＢＡは3月1日の定例理事会で政策金利を過去最低の0.1%に据え置くことを決めました。据え置きは14
会合連続となります。ＲＢＡのロウ総裁は声明で、ウクライナでの戦争は大きな新しい不透明要因だと指
摘するとともに、ＲＢＡは金融引き締めに動く前に賃金上昇の加速を待つ用意があると改めて表明しまし
た。当声明を受けてＲＢＡの早期利上げ観測が後退することも考えられ、豪州リートの支援材料となりそ
うです。尚、豪州統計局が2月23日発表した2021年10～12月期の賃金価格指数は、前年同期比で2.3％上
昇となり、前期の同2.2％増を上回ったものの、ＲＢＡが目標とする3％には届きませんでした。

2/3

出所）図表5～8は、ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

＊S＆P/ASX300 A - REIT指数
※2022～23年はブルームバーグの予想値（2022年3月1日時点）

図表7：豪州リート＊の１株当たり配当金の推移
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